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被
災
さ
れ
た
方
々
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

熊
本
地
震

錦
江
町
に
よ
る

支
援
活
動

息
の
長
い
支
援
を

■
義
援
金

　

義
援
金
箱
を
本
庁
と
支
所
の
会

計
窓
口
前
に
設
置
し
ま
し
た
。
お

寄
せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
日
本
赤
十

字
社
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
自
治
会
な
ど
団
体
で
お

寄
せ
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
本
庁

は
総
務
課
、
支
所
は
住
民
生
活
課

に
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
領
収

書
を
発
行
の
う
え
お
預
か
り
し
ま

す
。

■
職
員
の
派
遣

　

東
日
本
大
震
災
の
と
き
と
同
じ

く
大
隅
半
島
の
４
市
５
町
の
枠
組

み
で
被
災
地
に
職
員
を
派
遣
し
、

復
旧
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

本
町
は
他
の
５
町
と
連
携
し
て

御
船
町
へ
派
遣
し
、
給
水
活
動
な

ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

御
船
町
は
、
震
度
７
を
観
測
し

た
益
城
町
に
隣
接
し
て
お
り
、
人

口
約
１
万
７
千
人
の
町
で
す
。

　

職
員
の
派
遣
は
、
今
後
の
被
災

地
の
状
況
に
よ
り
支
援
内
容
や
支

援
地
域
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

熊
本
地
震
の
被
災
地
へ
の
支
援

物
資
の
送
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
支
援
の
様
子
が
、
連
日
の
よ
う

に
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

甚
大
な
被
害
の
様
子
か
ら
、
復

旧
へ
は
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
く

長
い
年
月
を
要
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

被
災
地
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
せ
ず

に
一
方
的
に
行
う
支
援
は
、か
え
っ

て
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
被
災
地
と

十
分
連
携
し
、必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

４
月
14
日
に
熊
本
地
方
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
５
の
地
震
（
前
震
）
が
発

生
し
、
熊
本
県
益
城
町
で
は
震

度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。
震
度

７
は
九
州
地
方
で
は
初
の
観
測

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
４
月
16
日
に
は
同
じ

く
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
地
震

（
本
震
）
が
発
生
し
、
益
城
町

と
西
原
村
で
震
度
７
を
観
測
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
熊
本
県
か
ら
大
分

県
に
か
け
て
活
断
層
沿
い
に
地

震
が
頻
発
し
、
広
範
囲
で
多
く

の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
復
旧
活
動
は
続
い
て

お
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は
避

難
生
活
や
復
旧
作
業
な
ど
大
変

な
状
況
で
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
。

会計課前の義援金箱

肝付町の給水活動の様子

錦江町の給水活動の様子

肝付町の給水車 支援物資の様子　おむつ等 支援物資の様子　飲料等
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暮らしの情報や、みんなの活躍など、まちの話題をピックアップしてご紹介します。

3  広報きんこう 2016.5

４月３日に花瀬公園まつりが開催されました。今年は前日までの雨
による川の増水で、場所を花瀬公園グラウンドに変更して行われました。
バルーンパフォーマーのピッピによるバルーンアートでは、子供た

ちへ、でんしろう・クワガタガールのバルーンをプレゼントしていまし
た。また、ご当地アイドルのアイフォーによる歌謡ショーや、ものま
ねタレントの清水良太郎さんによる長渕剛さんや氷川きよしさんのも
のまねが披露されました。
また、会場ではうんめもんの会のお弁当やニジマスなどの特産品の

販売や茶道教室によるお茶会場も設けられ、多くの皆さんが、利用し
ていました。

花瀬公園まつり1

４月９日猪鹿倉地区で、錦江町と観光や産業振興、食育など
幅広い分野で連携を取っている鹿児島純心女子短期大学の約
40名の学生が田植えをしました。
はじめに、歓迎セレモニーで錦江町青年団による寸劇が田ん
ぼで行われ、短大生を楽しませていました。
稲を植える前に、猪鹿倉営農組合の方から説明を受けました

がなかなかうまく植えられず、住民の方々の指導によりなんと
か植えることができました。今後はこの米を使い新たな特産品
を開発して、いきいき秋祭り等で販売していく予定です。

鹿児島純心女子短期大学との
田植え

2

４月９日、宿利原研修センターで宿利原小学校による、宿利
原寺子屋塾の開塾式が行われました。寺子屋塾では、毎月第２
土曜日に宿利原小学校の生徒11名と鹿児島大学のボランティ
アサークル（フリースポット）が一緒に、運動会や大根やぐらラ
イトアップへの参加や、農業体験や集団ゲームなどの体験活動
を放課後に行います。
児童代表のあいさつをした荒田竜太朗くん（小５）は「寺子屋

が行われることを楽しみにしていました。今年も楽しい思い出
を作りましょう。」とあいさつしました。

宿利原寺子屋塾開塾式3

４月13日にたしろ茶業振興会主催による、平成28年「田代地
区献茶祭」が国道448号沿いにある「銘茶の道を拓く」と書かれ
た記念碑の前で開催されました。
生産者・茶工場職員・役場職員・農協組合員が参加し、高値

での取引と作業の安全を願い祈願しました。振興会の町喜久男
会長は「今年は、霜害による傷みも少なく順調に生育したので、
多くの皆様に山間部の香りの良いお茶を飲んでほしいです。」と
話していました。

田代地区献茶祭4
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ご入学おめでとうございます！
　４月６日、錦江町内の小学校で入学式がありました。平成 28 年度新入
学児童数は、6 校で 66 名でした。早く学校生活に慣れて、楽しい思い出
を作りましょう！

大根占小学校

宿利原小学校

田代小学校

神川小学校

池田小学校

大原小学校

ピカピカ

新一年生
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　役場包括支援センターや肝属郡医師会立病院スタッフがチームとなり、本人または家族、地
域の人で「もしかして認知症では？」と心配になった時、いち早くその相談に応じ訪問等で医療
受診のアドバイスや生活支援を行います。

　主に認知症の人を介護している家族を対象に１か月に 1 回開催しています。
　認知症の学習やストレス解消の方法、他の介護者との交流などを行っています。日頃介護でご
苦労されている皆様の心の負担が少しでも軽くなるようお手伝いいたします。

　認知症にならないために、またはこれ以上症状が進まないために、脳活性化プログラムを保健
師など専門スタッフと行います。楽しく元気の出る教室です。自治会単位で行いたい方も、ぜひ
ご連絡ください。

　認知症になった方が徘徊して行方不明になる事案が
増えています。
　そういう時にＳＯＳネットワークに登録しておく
と、いざ行方が分からなくなったときにネットワーク
協力員（お店や農家さん）からの情報提供があります。

　身の回りの方が認知症になったとき正しい接し方がわかるように、認知症に関する知識の講話
を実施しています。
　ＤＶＤを見ながら具体的な対応の仕方など一緒に学習しませんか。

認知症初期集中支援チーム

認知症介護家族の会

認知症予防教室

ＳＯＳネットワーク

認知症サポーター養成講座

これらの取り組みのお問い合わせは
　「錦江町地域包括支援センター（役場内）」
　℡0994-22-3030（直通）までお気軽にご連絡ください

だいでん
　困ったらまずは相談を !! 認知症になっても安心して暮らすための取り組みをご紹介します！
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地
方
創
生
担
当
統
括
監
就
任
あ
い
さ
つ

　

新
緑
の
候
、
錦
江
町
の
皆
さ
ま

に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
平
素
は
町
行
政
に
対
し
、
格

別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、

こ
の
度
、
移
住
者
誘
致
活
動
等
を

含
む
総
合
的
な
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
た
『
地
方
創
生
担
当
統
括

監
』（
特
別
職
非
常
勤
職
員
）
就

任
に
あ
た
り
、
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
、
日
本
一
の
人
口
減
少
県

で
あ
る
『
秋
田
県
三
種
町
』（
旧

八
竜
町
）
出
身
の
43
歳
で
、
公
立

大
学
法
人
高
崎
経
済
大
学
卒
業

後
、
大
手
旅
行
代
理
店
に
入
社
し
、

東
北
や
関
東
で
の
業
務
を
通
じ

て
、
過
疎
地
活
性
化
の
使
命
感
や

達
成
感
に
目
覚
め
、
真
の
地
域
活

性
化
活
動
を
行
う
為
に
平
成
23
年

１
月
に
退
職
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
５
月
１
日
、
人
口
減

少
率
中
国
地
方
ワ
ー
ス
ト
・
高
齢

化
率
県
内
最
高
（
49
％
）・
県
内

最
少
人
口
の
広
島
県
『
安
芸
太
田

町
』
に
全
国
公
募
型
観
光
協
会
事

務
局
長
（
町
第
1
号
の
『
よ
そ
者

人
材
』）
と
し
て
全
国
１
１
６
名

か
ら
選
ば
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　

観
光
協
会
責
任
者
と
し
て
の
着

任
で
し
た
が
、
あ
く
ま
で
観
光
振

興
は
地
域
活
性
化
の
ほ
ん
の
一
部

で
あ
り
、
総
合
的
活
性
化
に
よ
る

町
民
さ
ん
の
『
熱
量
の
増
加
』
が

過
疎
地
活
性
化
の
基
盤
で
あ
る
と

の
信
念
を
踏
ま
え
、
老
若
男
女
問

わ
ず
、
様
々
な
立
場
の
町
民
さ
ん

や
、
熱
い
志
の
町
外
支
援
者
と
共

に
、
横
断
的
・
広
域
的
・
複
合
的

な
事
業
展
開
を
重
ね
て
参
り
ま
し

た
。
一
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
全
国

初
の
役
場
女
性
職
員
に
よ
る
お
も

て
な
し
ユ
ニ
ッ
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
、最
新
理
論
に
よ
る
情
報
発
信
、

農
産
物
加
工
品
開
発
・
流
通
・
販

売
、
道
の
駅
経
営
改
革
、
田
舎
型

交
流
体
験
ビ
ジ
ネ
ス
立
上
げ
、
地

域
支
援
を
目
的
と
し
た
困
り
ご
と

解
決
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
、
若
手
町

民
育
成
、
町
内
初
の
B
級
グ
ル
メ

開
発
・
普
及
、
ユ
ニ
ー
ク
な
外
国

人
来
訪
者
誘
致
活
動
、
町
の
定
住

移
住
誘
致
支
援
、
町
出
身
者
に
よ

る
町
支
援
組
織
作
り
、
地
元
県
立

高
校
入
学
者
増
化
支
援
な
ど
、
多

領
域
に
及
び
ま
し
た
。

　

主
役
は
町
民
さ
ん
、
共
演
者
は

町
外
支
援
者
、
黒
子
は
観
光
協
会

と
い
う
役
割
分
担
に
徹
底
し
て
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
、
着
任
時
に
は
、
過

疎
の
典
型
と
称
さ
れ
て
い
た
町
が

現
在
で
は
県
内
有
数
の
元
気
の
あ

る
過
疎
地
と
認
知
さ
れ
、
都
市
部

の
移
住
希
望
者
が
住
み
た
い
町

『
県
内
第
一
位
』
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
年
間
40
～
70
名
も
の

人
口
社
会
減
で
悩
ん
で
い
た
町

が
、
近
年
で
は
２
年
連
続
人
口
社

会
増
に
転
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

全
て
は
、町
民
さ
ん
の
『
熱
量
』

が
高
ま
り
、
町
民
さ
ん
と
町
外
支

援
者
の
協
働
活
動
が
活
発
化
し
、

そ
の
様
子
を
Ｔ
Ｖ
・
新
聞
・
ネ
ッ

ト
・
口
コ
ミ
で
知
っ
た
都
市
部

住
民
が
「
あ
の
町
で
あ
れ
ば
、
自

分
の
夢
や
想
い
を
叶
え
ら
れ
る
か

も
し
れ
な
い
」
と
考
え
、
当
町
に

お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た

結
果
で
あ
り
、
さ
ら
に
行
政
の
個

別
施
策
（
情
報
宣
伝
施
策
・
観
光

振
興
施
策
・
産
業
振
興
施
策
・
定

住
移
住
振
興
施
策
・
自
治
会
活
性

化
施
策
・
個
人
活
性
化
施
策
）
を

私
ど
も
が
連
動
・
連
結
・
複
合
化

さ
せ
て
、
狙
っ
た
市
場
に
打
ち
出

し
た
結
果
な
の
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
無

く
、
町
民
さ
ん
の
『
想
い
』
が
あ

れ
ば
、
錦
江
町
で
も
実
現
で
き
る

の
で
す
。

　

但
し
、
広
島
県
安
芸
太
田
町

は
、
自
動
車
移
動
３
時
間
以
内
に

政
令
都
市
が
４
つ
も
あ
り
、約
１
、

０
０
０
万
人
市
場
が
対
象
で
し
た

が
、
錦
江
町
の
同
条
件
下
市
場
は

３
分
の
１
以
下
で
あ
り
、
着
任
前

に
様
々
な
専
門
家
に
意
見
を
求
め

ま
し
た
が
、
異
口
同
音
に
『
相
当

厳
し
い
』
戦
い
を
強
い
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
正
直

申
し
ま
し
て
、
相
当
厳
し
い
戦
い

を
、
某
県
の
県
庁
幹
部
職
員
へ
の

就
任
を
断
っ
て
ま
で
、
錦
江
町
で

地
域
活
性
化
の
お
手
伝
い
を
し
よ

う
と
決
意
し
た
の
は
確
固
た
る
理

由
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
錦
江
町
幹
部
職
員

さ
ん
の
大
変
力
強
い
熱
意
が
感
じ

ら
れ
た
こ
と
で
す
。
こ
の
熱
量
に

つ
い
て
は
お
誘
い
下
さ
っ
た
幾
つ

も
の
自
治
体
の
中
で
最
も
強
く
、

そ
の
想
い
に
お
応
え
せ
ね
ば
と
本

気
で
思
い
ま
し
た
。　

安芸太田町での活動の様子
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二
つ
目
は
、『
信
条
』
で
す
。

　

若
い
こ
ろ
か
ら
『
三
方
良
し
』

を
行
動
理
念
、『
薩
摩
男
の
順
序
』

を
行
動
規
範
と
し
て
生
き
て
参
り

ま
し
た
。『
薩
摩
男
の
順
序
』
の

発
祥
の
地
に
敬
意
を
表
し
、
鹿
児

島
県
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。

　

三
つ
目
は
、
私
の
『
生
き
様
に

対
す
る
責
任
』
で
す
。

　

平
成
23
年
３
月
、
私
は
宮
城
県

に
在
住
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震

災
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

１
、０
０
０
年
に
一
度
。「
こ
の

世
の
地
獄
」
に
立
ち
会
っ
た
者
の

一
人
と
し
て
、
大
震
災
を
幸
運
に

も
生
き
永
ら
え
た
者
と
し
て
、
東

北
地
域
振
興
の
道
半
ば
に
し
て
無

念
の
死
を
遂
げ
た
「
方
々
」
の
意

思
を
継
ぐ
た
め
に
も
、
大
げ
さ

に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
過
疎
地
振
興
は
私
に
託
さ
れ

た
逃
れ
る
事
が
出
来
な
い
、
言
わ

ば
「
使
命
」
だ
と
考
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

　

彼
ら
が
受
け
た
苦
し
み
や
悲
し

み
を
思
う
時
、
私
は
こ
れ
か
ら
の

「
生
き
様
」
に
責
任
を
持
つ
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　

さ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
是
非

と
も
ご
承
知
及
び
ご
理
解
頂
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
で
着
任
す
る
以

上
、
錦
江
町
内
に
居
住
す
べ
き

な
の
は
重
々
理
解
し
て
お
り
ま
す

が
、
大
変
申
し
訳
な
い
こ
と
で
す

が
、
今
回
に
つ
い
て
は
町
外
居
住

と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
町
に
も
了
解
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
前
任
地

の
環
境
（
物
理
的
・
精
神
的
）
が

原
因
で
、
二
年
前
に
突
然
妻
が
現

状
で
は
完
治
困
難
な
『
難
病
』
に

罹
患
し
ま
し
た
。

　

妻
の
病
気
を
ケ
ア
で
き
る
病
院

は
そ
う
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、
居

住
地
が
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
妻
の
安
寧
あ
っ

て
の
私
で
あ
り
、
貴
町
に
十
分
お

役
に
立
つ
為
に
も
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、３
年
間
、

出
来
る
限
り
の
努
力
を
尽
く
す
つ

も
り
で
す
の
で
、
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

平
成
28
年
５
月
１
日

　
　
　

地
方
創
生
担
当
統
括
監

吉　

田　

秀　

政

E-mail

：hyoshida@town.kinko.lg.jp

住民税務課 からのお知らせ
本庁 住民チーム　℡ 0994-22-3039

■ �「浄化槽法定検査（法第 11条）」　受検のお願い
　この検査は、浄化槽の保守点検及び清掃が適正に行われているか、ま
た適正に使用され浄化槽の機能が正常に維持されているかを検査し、不
適事項があれば、行政及び関係者が状況を把握するとともに早期にそれ
を是正することを目的にするもので、知事が指定した検査機関である（公
財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前にハガキで通知した検査
日にお伺いし、現場での検査と浄化槽の放流水を採水し持ち帰っての水質
検査を行います。（地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のものです。）
　この検査は、11 人槽以上及び官公署の浄化槽を検査対象としていましたが、平成 17 年度から 10 人槽以
下の家庭槽も検査対象となりました。
   検査対象となった浄化槽（設置年度ごとに対象としています）については事前に指定検査機関から日程通
知がありますので必ず受検していただきますようお願いします。

【お問い合わせ】
（公財）鹿児島県環境検査センター　℡ 099-296-9000
　http://www.kagoshimakensa.or.jp
鹿児島県生活排水対策室　℡ 099-286-3685

【検査手数料５～ 10人漕】
検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査 4,000 円 6,000 円

辞令交付

安芸太田町での活動の様子
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■ �新しい消防団本部体制を紹介します。

総務課 からのお知らせ
総務チーム ℡ 0994-22-0511

　平成 28 年４月１日付けで、錦江町消防団本部及び正副分団長が代わりました。

錦江町
本　部

団 長 貫 見　広 幸

副 団 長 小 吉　昭 弘

副 団 長 中 野　德 義

本部付部長 有 村　逸 雄

は新任者です

分団名 分団長 副分団長
中 央 分 団 中 迫　　 榮 小 脇　 光 春
神 川 分 団 永 田　 幹 朗 德 永　 英 俊
池 田 分 団 木 下　 順 一 中 原　 孝 一
宿 利 原 分 団 竹 原　 政 洋 宿利原  貴文
麓 分 団 栗 脇　　 勉 井手口  文明
大 原 分 団 大 園　 秀 徳 池 田　 行 徳
川 原 分 団 小 路　 藤 雄 舞 原　 俊 正

産業振興課・産業建設課 からのお知らせ
本庁 経済チーム　℡ 0994-22-3034　　支所 経済チーム　℡ 0994-25-2511

■ �野鳥は無許可では捕ることも飼うこともできません！

鹿児島県ではメジロ等の野鳥の愛玩飼育を目的とした捕獲許可は平成 24 年 4 月 1 日から
行っておりません。

※ 平成 24 年 4 月 1 日以前に正規の手続きを行って飼育登録を受けている個体については、その個体が死
亡するまで飼育できます。飼育登録は毎年度行う必要があり、県内各市町村役場で手続きが可能です。

【お問い合わせ先】鹿児島県　環境林務部　自然保護課　℡ 099-286-2616

違法な飼育は 50 万円以下の罰金もしくは半年以下の懲役刑になる場合があります。
（※野鳥を許可なく捕獲した場合は 100 万円以下の罰金または１年以下の懲役）

■ �廃プラスチック類の回収があります
　平成 28 年度第 1 回目の廃プラスチック類の回収が 5 月 17 日（火）に JA 鹿児島きもつき・なんぐう農
業管理センターで行われます。ご協力お願いします。

【回  収  日】平成 28 年５月 17 日（火）
【回収時間】午前 8 時 30 分～午後 3 時
【回収場所】JA 鹿児島きもつき　なんぐう農業管理センター（花ノ木）
【回収品目】 ・塩化ビニール・ポリエチレンフィルム・肥料袋（紙・ポリ製）・プラスチック容器
 ・粗飼料ラッピングフィルム・ハウス用資材・タンクローリー・育苗箱・資料袋（紙・ポリ製）
 ・その他農業用廃プラスチック類・土壌消毒剤空缶（金属製）

【処理料金】 ・塩化ビニール [5 円 /㎏ ]　　・ポリエチレンフィルム [12 円 /㎏ ]
 ・プラスチック容器、その他 [30 円 /㎏ ]　　・土壌消毒剤空缶（金属製）[50 円 /㎏ ]

【注意事項】 ※プラスチック容器は中を洗浄して、プラスチック以外のラベルは取り除く。
 ※土壌消毒剤空缶（金属製）は穴をあけて、中が空であることを確認する。
 ※ 農業管理センター隣接道路は狭いため、当日搬入車はグリーンロード側より搬入しお帰りの

際は城内小学校側への、一方通行での協力お願いします。
 ※プラスチック容器その他の小物類は、透明のビニール袋に入れて搬入する。
 ※回収場所への搬入経路において、積載物の飛散防止の徹底をお願いします。

【お問い合わせ】	なんぐう農業用廃プラスチック類適正処理推進協議会事務局（JA根占支所）
	 ℡　0994-22-3131
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教育委員会 からのお知らせ
生涯学習チーム　℡ 0994-22-0517

■ �平成 28年度公民館講座受講生募集！
　今年度は新しく絵手紙講座等を加え、16 講座の受講生を募集しています。募集チラシをよくご覧になり
申込書を教育課までご提出ください。募集チラシは各戸配布しておりますが、教育委員会、支所住民生活課
にも置いてあります。また、お電話、ＦＡＸでの申し込みも受け付けております。

【申込期限】平成 28 年 5 月 25 日（水）
中央公民館 田代分館
3B 体操講座 初めての絵手紙講座 ストレッチヨガ講座
タイのフルーツ・ベジタブル・
カービング講座（午前）

家庭で出来るはじめてのタイ料
理講座

タイのフルーツ・ベジタブル・
カービング講座（夜間）

ハーモニカ講座 短歌講座 はじめての手話講座
純銀粘土アクセサリー講座 パソコン入門講座 楽しむ！男の料理講座

生花講座（小原流） やさしい生花講座
（小原流）

手作りパン講座
レクリエーションダンス講座

保健福祉課 からのお知らせ
本庁 保険衛生チーム　℡ 0994-22-3044　　支所 民生チーム　℡ 0994-25-2511

　各種検診申込を提出した方で、基本健診、骨粗しょう症検診、大腸がん検診を申込まれた方には５
月中に受診券（健診関係一式：問診票や検便容器等）を送付いたします。申し込まれた検診の確認を
お願いします。早い時期の送付となりますが、失くさないよう保管してください。
　検診はお住まいの地区にかかわらず、都合の良い日に受診できます。

※ 基本健診は国保加入者と後期高齢者医療加入者が受診できます。国保資格を喪失された方は受診できません。また、
途中で資格を取得された方や国保で希望される方は受診できるためご相談ください。

※胃がん検診・腹部超音波健診を申込まれた方には９月に別途、案内を送付します。

■各種検診受診権（検診関係一式）の送付について

■ �経済センサス活動調査のお知らせ
　平成 28 年６月 1 日現在を基準に「平成 28
年経済センサス活動調査」が実施されます。
　この調査は、全産業分野における事業所、
企業の経済活動の状態を明らかにし、事業所、
企業の情報を活用して、売上高や費用などの
経理項目の把握に重点おいて実施されます。

※ 町内でも調査員が、５月中に事業所や企業
へ調査票の配布・回収に訪問しますので、
ご協力お願い致します。

政策企画課 からのお知らせ
政策企画チーム　℡ 0994-22-3032
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総務課 からのお知らせ
総務チーム ℡ 0994-22-0511

■ �錦江町地域に根差す雇用産業支援事業について
　労働者の確保・定住者の増加を目指すため、町内の事業者に対し、町外からの就業者の人件費・研修費・
インターンシップ経費等の助成制度を設けています。
　事業内容については、５月19日木曜日　午後７時　役場本庁２階会議室で説明会を行います。
　興味のある事業者の方は是非ご参加ください。

対象事業者…… 事業の規模拡大をお考えの町内事業者
助 成 対 象…… 就業者人件費：賃金、保険料（社会、雇用、労働）
 就業者研修費：講師の謝金・旅費など
 インターンシップ経費：体験就業に係る滞在経費　等
※その他ご質問等がございましたら、総務課までお問い合わせください。

観光交流課 からのお知らせ
観光交流チーム　℡ 0994-25-2511

産業振興課・産業建設課 からのお知らせ
本庁 生産振興チーム　℡ 0994-22-3036　　支所 経済チーム　℡ 0994-25-2511

■ �神川大滝公園、花瀬公園リニューアル

■ �錦江町農業再生協議会事務所移転について

　県の事業（魅力ある観光地づくり事業）により、昨年度から整備を進めていた工事が完了し、神川大滝
公園と花瀬公園が新たな観光施設として生まれ変わりました。
　神川大滝公園は七滝のうち大滝と小滝の整備が完了し、滝つぼへは車いすでも通行できるようになり、
大滝の茶屋も外装が一新されました。
　花瀬公園は、お茶亭跡前に島津家時代の雰囲気を味わうことができる張り出しのウッドデッキが新たに設
置されました。
　今後、この２つの施設を町内外へ PR し、観光の町「錦江町」を目指していきます。

　５月より錦江町農業再生協議会の本庁事務所が同敷地内別館２階（肝属農業共済組合大根占支所西側）
に移転しました。
　なお、水田に係わる経営所得安定対策事業の申請をされる方は、６月９日（木）までとなっていますので
申請忘れのないよう、ご注意ください。
●錦江町農業再生協議会新事務所
　場所　錦江町役場本庁敷地内別館２階（肝属農業共済組合大根占支所の西側）
　時間　午前９時～午後５時
　電話　0994 - 22 - 0511（内線 180）

神川大滝滝壺周辺 神川大滝への遊歩道 花瀬公園ウッドデッキ
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　６月 12 日（日）に第 26 回関西大根占会・親睦会を開催
いたしますので、皆様の多数のご参加お待ちしています。
日時：6 月 12 日（日）11 時より開催
　　　（9 時 30 分より受付開始）
場所：【敦煌】
　　　【ニュージャパン】6 階　℡ 06-6211-7796
　　　　地下鉄・南海・JR　難波駅　25 号出口
会費：7,000 円

【お問い合わせ】
　関西大根占会事務局長　厚ヶ瀬　優　℡ 080-1408-0282

【第26回 関西大根占会・親睦会のご案内】
　下記要領にて第 32 回近畿田代会を開催しますので、
皆様多数のご参加お待ちしています。
日時： 平成 28 年 6 月 12 日（日）
　　　10：50 ～ 15：00（受付 10 時）
場所：道頓堀ホテル（大阪市中央区道頓堀 2 丁目 3 − 25）
　　　℡　06 − 6213 − 9040
会費： 男性 8,000 円　女性 6,000 円

【お問い合わせ】
　近畿田代会　会　長　上ノ原　主税（℡ 0743-56-6288）
　　　　　　　事務局　上ノ原　哲郎（℡ 06-6616-5226）

【第32回　近畿田代会のご案内】

年金だより　

国民年金保険料の納付は
口座振替がおトクです

住 民 税 務 課 電話 0994-22-3039
住 民 生 活 課 電話 0994-25-2511
鹿屋年金事務所 電話 0994-42-5121

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
28
年
4
月
～
平
成
29
年
3

月
分
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
，
２
６
０
円
で
す
。

 

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
万
一
の
時
に
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
便
利
で
安
心
な
口
座

振
替
の
ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま

す
。
口
座
振
替
に
し
て
お
く
と
、

毎
月
、
納
め
に
行
く
時
間
と
手
間

が
か
か
ら
ず
便
利
で
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
引
き
落

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が

多
い
6
カ
月
前
納
・
1
年
前
納
・

さ
ら
に
2
年
前
納
は
大
変
お
得
で

す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う

え
、
ご
希
望
の
金
融
機
関
又
は
年

金
事
務
所
・
役
場
年
金
窓
口
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

●�

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困

難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、
必
ず
年
金
事
務
所
又
は
役

場
年
金
窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

安心の年中 365 日・24 時間受付
−家族葬、自宅葬から一般葬まで−
― ご家族の一人として、ご家族と共に―

なんぐう
愛・まごころ Lumiere

総 合 葬 祭

錦江町馬場 2142 番地 1（タイヨーさん隣）
℡（0994）28-3491・℡（0994）24-4444

〔JA グループ　㈱きもつき〕

真心と誠意の

1枠（縦 50mm×横 87mm）
月額 5,000円

　広報きんこうに掲載する有料広告を随時募集しておりま
す。広告主様アイデアで、さまざまな用途にご利用いただ
けます。
　広告掲載についての詳細は、錦江町役場ホームページか、
錦江町役場政策企画課へお問い合わせください。

有料広告募集中
☎22-2345

家紋入り門提灯（迎え提灯）
初盆の必需品!

年忌・
法事に7,800円

家紋入り提灯

盆提灯半額セール

夏の紳士・
婦人礼服

5月22日より

より
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第 65 回入学式・交通安全運動出発式・自転

車競技部の活躍についてお知らせします。 

学校ホームページまたは町内各所に「学校便り」も配布していますのでご覧下さい。 
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/Minamiosumi/ 

４月７日（木） １年生 40 名が入学しました。 

新入生代表の山下日和さん（根占中

出身）は「南大隅高校の特色を生か

し，地域に貢献できる人材を目指し，

勉強・スポーツ・ボランティア活動など

に積極的に取り組んでいきたい」と宣

誓を行いました。 

４月から１１名の自転

車競技部の男子部員

が共同で生活を始めて

います。 

２０１６年

５月号 

南大隅高校男子寮 開寮！ 交通安全運動出発式 
４月６日（水）錦江警察署長より，安全運転に

ついてご指導いただきました。風紀副委員長の

矢野将寛君（３年・錦江中出身）は「交通ルー

ルを守って地域の模範となり，生徒全員が無事

故無違反を心掛けます」と力強く決意表明しま

した。

自転車競技部 全国選抜大会 
学校対抗総合 準優勝 

３年柳田弘樹（田代中出身） スクラッチ全国準優勝 

２年塩島嵩一朗（都岡中出身） ケイリン全国準優勝 

２年松井優佳（千里丘中出身） タイムトライアル全国６位 

３年井手口滝吾（田代中出身） ポイントレース全国５位 
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戸
籍
の
窓

4月１日
〜4月30日

今月の

田代小４年（平石自治会）
新名主 晃

こう

生
せい

さん
錦江中２年（京町自治会）

石川 伸哉さん

　ぼくは、歴史が好きです。戦国時代の武田信玄と
いう武将が一番好きです。なぜ、信玄が好きかとい
うと「風林火山」の旗が、かっこいいからです。旗
には、「疾如風徐如林侵掠如火不動如山」と書いてあ
ります。意味は、風のように早く、林のように静か、
火のように侵略し、山のごとく動じないです。川中
島の戦いもおもしろいので、ぜひ読んでみてくださ
い。

　この小説は、その名の通り小学校で教えてくれない事が書
いてある本です。
　例えば、「関東軍人に救われたユダヤ人」「関東大震災、朝
鮮人を守った警察署長」など、他にも感動するいい話がたく
さんあります。
　歴史が苦手だったり難しい人でも分かりやすく書いてあり、
面白く驚きどんどんページが進みます。本当にオススメです !!
　ぜひ皆さんも読んで見てください。

「武田信玄 風林火山の名武将」
集英社 / 版

「教科書が教えない歴史」
藤岡 信勝・他 / 著

◦職業訓練受講生募集のお知らせ
　県では離転職者の皆さんに再就職のための技能・技術を身につけていただく職業訓練を民間訓練機関等へ
委託して実施しています。
　お申し込みは、管轄のハローワークとなります。

訓練科名 定員（人） 期間 開催地区（会場） 委託先 募集期間 選考日 訓練期間

農業人材
育成科 15 ６か月

曽於市
（たからべ森の学校）
曽於市財部町北俣 5410-1

「㈲サイバーウェーブ」
鹿児島市名山町 9-6
℡ 099（219）9720

平成 28 年
5/9（月）～

6/10（金）
6/21（火）

平成 28 年
7/1（金）～

12/28（水）

介護・福祉科
（初任者研修）
K ③

20 3 か月

鹿屋市
（ 大隅地域福祉事業所ゆ

らおう講座室）
鹿屋市新生町 20-5
オガワビル 103 号

「 企業組合 労協センター事
業団　大隅地域福祉事業
所ゆらおう」

鹿屋市新生町 20-5
オガワビル 103 号
℡ 0994（42）7077

平成 28 年
5/19（木）～

6/21（火）
6/30（木）

平成 28 年
7/12（火）～

10/11（火）

IT ビジネス科
（経理事務コー
ス）K ①

24 3 か月
鹿屋市

（鹿屋パソコンスクール）
鹿屋市西原 4 丁目 9-11

「㈲ケイダブルエス」
鹿屋市西原 4 丁目 9-11
℡ 0994（40）4158

平成 28 年
5/27（金）～

6/30（木）
7/11（月）

平成 28 年
7/22（金）～

10/21（金）

【お問い合わせ】� 鹿屋公共職業安定所� ℡ 0994-42-4135
� 大隅公共職業安定所� ℡ 099-482-1265

戸籍に関する情報はホームページ上では
掲載致しておりません
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月　日 病　院　名 電話番号

5/15 藤崎クリニック 22-2238

22 大根占医院 22-2658

29 津崎医院 24-2166

6/  5 じょうさいクリニック 24-2977

休日の在宅当番医

※�諸事情により変更となる場合がございます
ので、ご利用の前にお問い合わせください。

大根占地区
◦公営　港団地…………………… ２戸
◦公営　神之浜団地……………… １戸
◦公営　神川団地………………… １戸
◦町営　池田川北住宅…………… １戸
◦町営　旧池田中職員住宅……… １戸

田代地区
◦公営　溝下住宅………………… １戸

町営住宅 空き家情報

お問い合わせ及び入居希望の方は、本庁建
設課へご連絡ください。

（５月 1日現在）
人口の動き

住民基本台帳法改正に伴い、外国人住民も
含まれます。

前月比
人　口 8,136人 （　7）

男 3,796人 （　0）
女 4,340人 （　7）

世帯数 4,019戸 （ 14）

平成28年５月1日現在

●５月号から担当が替わりました。
　�日々、試行錯誤しながら町民の皆様に楽しんでいただける記事を作っていきます。
　�よろしくお願いいたします。

EDITORS

お知らせ
INFORMATION

2016. 5

し
て
「
南
大
隅
地
区
司
法
書
士

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

「
無
料
法
律
相
談
」
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

【�

内
容
】
登
記
・
相
続
・
成
年
後
見
・

借
金
整
理
・
そ
の
他
法
律
に
関

す
る
相
談

【�

実
施
方
法
】
司
法
書
士
に
よ
る

面
談
相
談
（
相
談
は
無
料
、
予

約
者
を
優
先
し
ま
す
）

【�

日
時
】
毎
週
月
・
木
曜
日　

午

前
10
時
～
午
後
3
時

【�

場
所
】
錦
江
町
城
元
１
０
４
３

番
地
4
（
錦
江
中
学
校
正
門
向

か
い
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　

℡ 

０
９
９
‐
２
５
６
‐
０
３
３
５

　

鹿
屋
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
で
、

（
パ
ソ
コ
ン
事
務
科　

3
か
月

コ
ー
ス
）

【�
訓
練
内
容
】
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）
等

【�

訓
練
期
間
】
3
か
月
（
土
日
、

祝
日
は
休
み
）

〇 

平
成
28
年
7
月
7
日
（
木
）
～ 

平
成
28
年
10
月
6
日
（
木
）

【�

募
集
期
間
】

〇 

平
成
28
年
5
月
9
日
（
月
）

～
平
成
28
年
5
月
27
日
（
金
）

【�

定
員
】
８
人

【�

願
書
提
出
先
】最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

参
考
：
鹿
屋
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

℡ 

０
９
９
４
‐
42
‐
４
１
３
５

　

 

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校　
　

　

℡ 

０
９
９
６
‐
44
‐
２
２
０
６

　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
徳
商
法
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
鹿
屋
市
、
肝
付
町
、
錦
江
町
、

南
大
隅
町
が
広
域
相
談
体
制
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
広
域

相
談
体
制
は
県
内
で
初
め
て
の
取

り
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
資

格
を
持
っ
た
消
費
生
活
相
談
員

が
常
駐
し
て
い
る
鹿
屋
市
消
費

セ
ン
タ
ー
へ
錦
江
町
民
の
方
々
も

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方

は
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鹿
屋
市
北
田
町
３
‐
３

　
（
鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　

℡ 

０
９
９
４
‐
31
‐
１
１
６
９

　
〔�

開
館
時
間
〕
月
～
金
（
午
前

8
時
30
分
～
午
後
５
時
）

　
〔�

休
館
日
〕
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始

　

大
隅
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
は
大
隅
５
町
を
中
心
に
４
市
と

連
携
し
て
実
施
す
る
、
生
活
全
般
に
わ

た
る
困
り
ご
と
の
「
な
ん
で
も
」
相
談

窓
口
で
す
。

　

誰
も
が
あ
た
り
ま
え
に
、
そ
の
人

ら
し
く
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
を
一
人

ぼ
っ
ち
に
せ
ず
、
専
門
の
相
談
員
が
問

題
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
生
活
状
況
改

善
プ
ラ
ン
、
就
労
支
援
プ
ラ
ン
な
ど
を

作
成
し
、
継
続
的
に
支
援
し
ま
す
。

　
「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」、「
誰
に
聞
い
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」
…
そ
ん
な
困
り
ご
と
は
、
大

隅
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
へ

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

℡ 

０
９
９
４
‐
52
‐
２
０
７
２

お
知
ら
せ

大
隅
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
始
ま
り
ま
す
。

精
神
科
救
急
医
療
電
話
窓
口

の
ご
案
内

★ ★ ★

★ ★ ★

　

県
で
は
、
精
神
疾
患
を
有
す
る

方
や
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
か
ら
緊

急
的
な
精
神
医
療
相
談
を
電
話
で

受
け
付
け
る
電
話
相
談
窓
口
を
設

置
し
ま
し
た
。
相
談
内
容
に
対
し

て
助
言
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て

医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

【�

受
付
時
間
】
月
曜
～
土
曜
（
祝

日
及
び
12
月
29
日
～
翌
年
1
月

3
日
を
除
く
）
午
後
5
時
～
翌

日
午
前
9
時

＊ 

日
曜
・
祝
日
・
12
月
29
日
～
1

月
3
日　

午
前
9
時
～
翌
日
午

前
9
時

【
電
話
番
号
】　

　

℡ 

０
９
９
‐
８
３
７
‐
３
４
５
８

【
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
】

＊ 

緊
急
的
な
精
神
医
療
相
談
が
対

象
で
す
の
で
、
一
般
的
な
相
談

は
市
町
村
ま
た
は
保
健
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

＊ 

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
あ

る
場
合
は
、
ま
ず
そ
ち
ら
を
優

先
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

県
庁
障
害
福
祉
課　

　
℡ 

０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
７
５
４

　
FAX 

０
９
９
‐
２
８
６
‐
５
５
５
８

　

鹿
児
島
司
法
書
士
会
で
は
、
県

民
の
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
窓
口
と

「
南
大
隅
地
区
司
法
書
士
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
」の
ご
案
内

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集
案
内

消
費
者
広
域
相
談
体
制
に
つ
い
て


